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●「広松由希 子と土 居安子のゆっ たり  ま ったり  ぶっちゃけ 絵 本トーク」  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/02_lecture/index.html#2025ehontalk  

◇録画配信  １月 28 日（水）～３ 月３日 （火） 申込締 切  

◎視聴料 1500 円  締 切終了後、１ 週間程 度ご視聴いた だけま す。  

※お申し込みは Peatix から  https://2025ehontalk-2.peatix.com/ 

 

●  ≪ご寄付をお願 い します≫  当 財団の 運営を応援い ただけ る個人、法人の  

皆さまからの ご寄付 を募っていま す。寄付 金は、当財団 が行う講 座・講演会な

ど、さまざま な事業 経費に充てさ せてい ただきます。  

※詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html  

※ Syncable（ シ ン カ ブ ル ） ＝ 継 続 寄 付 （ 毎 年 ／ 毎 月 ）、 単 発 寄 付 が 選 べ ま す 。 

→  https://syncable.biz/associate/19800701  

 

●  YouTube 版「本の 海大冒険」  https://www.youtube.com/@iiclo1196  

※公開内容一 覧は  →  http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html  

 

●  Instagram 随時更新  https://www.instagram.com/iiclo_official/  

 

●  Ｘ（旧 Twitter）  毎日更新  https://twitter.com/IICLO_News  
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*****************************************************************  

《１》この本 読んだ ？  Yasuko's ＆  Aya's Talk 

*****************************************************************  

『テムズ川宝 さがし クラブ①  川 底のひ みつの街』  カチャ・ベーレン /さく  

レ イ チ ェ ル ・ デ ィ ー ン /絵  な い と う ふ み こ /訳  徳 間 書 店  2026 年 １ 月  

対象年齢：小 学校中 学年以上  
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＊今回のゲス トはイ タリア語の翻 訳家の よしとみあや （Ａ） さんです。  

＊作品の結末 まで書 いています。  

 

あらすじ：ロンドンの エルム団地に 住む少 女、クレムは 、同じ団 地に住むアッ

シ ュ と ザ ラ き ょ う だ い と 博 物 館 主 催 の ＜ テ ム ズ 川 宝 さ が し ク ラ ブ ＞ に 入 っ

て、テム ズ川が干潮 の 時に、岸 辺で「 宝」を 見つける 。川が大荒 れ の日、ク

レ ム は 川 岸 で 不 思 議 な 丸 い も の を 拾 っ て 博 物 館 館 長 の オ ズ ワ ル ド さ ん に 見

せるのを忘れ る。する と、川はますます 荒れ 、天気も不順にな り、パン屋さ

ん の 床 か ら 水 が あ ふ れ 、 エ ル ム 団 地 も 崩 壊 の 危 機 に 陥 る 。 ク レ ム が ア ッ シ

ュ た ち と オ ズ ワ ル ド さ ん に 拾 っ た も の を 見 せ る と 、 オ ズ ワ ル ド さ ん は ３ 人

に 川 の 底 へ 行 く よ う に と い う 。 川 底 に は 、 町 が あ り 、 魚 た ち が 暮 ら し て お

り、バッキン ギョム 宮殿には女王 がいた 。  

 

Ａ：おもしろ く楽し く読みました 。  

Ｙ ： 中 学 年 向 け ぐ ら い で お も し ろ い ス ト ー リ ー の 作 品 っ て な か な か 見 つ け ら

れないので、 うれし くなりました 。  

Ａ：最近、カ チャン・ベーレンの『ぼくた ちは宇宙のな かで』（ こだまともこ

/訳  評論社  2024 年１１月  IICLO メールマガジン１７ ２号で 紹介）を読

んで他の作品 も読み たいと思って いたの で、タイム リーでした 。『ぼ くたち

は 宇 宙 の な か で 』 は 、 自 閉 ス ペ ク ト ラ ム 症 の 弟 と の 関 係 を 兄 の 視 点 で 描 い

たシリアスな 作品だ ったので、まった く違 うテイストの 作品で 驚きました 。 

Ｙ：本当に。 特にお もしろかった のはど こですか。  

Ａ ： テ ム ズ 川 の 川 底 に 違 う 世 界 が あ る と い う の が と て も ユ ニ ー ク だ と 思 い ま

し た 。 最 初 読 ん だ と き 、 川 の 底 の 世 界 に 海 の 生 き 物 と 川 の 生 き 物 が 交 ざ っ

ているのが不 思議で したが、「訳者あ とが き」を読むと 、テム ズ 川のロンド

ン 市 内 を 流 れ る 部 分 が 海 水 の ま ざ っ た 「 汽 水 域 」 で あ る と 書 か れ て い て 納

得しました。  

Ｙ ： 私 は 団 地 に 住 ん で い る 、 つ ま り 特 別 で は な い ３ 人 の 子 ど も た ち が 川 の 底

の 町 へ 行 く と い う 不 思 議 な 体 験 を し 、 知 恵 を 使 っ て 女 王 に 王 冠 を 戻 す こ と

をやり遂げる ところ が いいなと思 いまし た。  

A：子どもたちは博物 館主催の＜テ ムズ川 宝さがしクラ ブ＞に 属しています が、

メ ン バ ー に は 二 人 の 大 人 も い ま す 。 大 人 と 子 ど も が い っ し ょ に 活 動 し て い

るところもお もしろ かったです 。  

Ｙ ： ク ラ ブ の メ ン バ ー の ザ フ ァ ー さ ん は ハ ル ヴ ァ と い う 中 東 の お 菓 子 を ふ る

ま い 、 博 物 館 の 館 長 の オ ズ ワ ル ド さ ん も イ グ ア ナ を 飼 っ て い る な ど 、 大 人

た ち も ユ ニ ー ク で す 。 水 浸 し に な っ て い る パ ン 屋 さ ん を み ん な で き れ い に

したり、町の 人たち がつながって い たり する感じもい いなと 思いました。  

Ａ：川 岸で「宝さが し 」をするという場 面も 興味深かった です。１ ９世紀のロ

ン ド ン で 、 テ ム ズ 川 の 川 底 を あ さ っ て 生 計 を た て て い る 孤 児 の 少 年 が 登 場

する『フォグ  霧の色 をしたオオカ ミ』 （ マルタ・パラッ ツェー ジ /作  杉

本あり /訳  岩崎書 店  2023 年９月）を思 い出しました 。  

Ｙ：私は、ヘレン・クレスウェル の『 The Beachcombers』（海岸 で漂流物を探

す人たちの意 味  1972 年発行で未訳）を思 い出しました 。  

  翻 訳 者 で あ る よ し と み さ ん は 、 翻 訳 に つ い て ど の よ う に 感 じ ら れ ま し た

か。  

Ａ：「川底ロン ドン」の地名が、「大 エイ図 書館」や「セント・ポ ール大聖堂」

が「セント・フィッ シ ュ大聖堂」になっ てい るなど、魚を使っ た言 葉遊びに

な っ て い る と こ ろ が 楽 し か っ た で す 。 き っ と い っ ぱ い 考 え ら れ た こ と と 思

います。  

Ｙ ： 作 品 の 中 の ロ ン ド ン は 川 の 底 の 女 王 の せ い で 天 候 不 順 に な り ま す 。 現 在

の 地 球 環 境 を 思 わ せ つ つ 、 空 想 的 な 理 由 が 語 ら れ て い る と こ ろ で ほ っ と し

た気持ちにな りまし た。  

 



*****************************************************************  

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

*****************************************************************  

第 125 回「猫」  猫 好き？猫嫌い ？  

 

宮 沢 賢 治 の 作 品 に は 多 く の 動 物 が 登 場 し ま す が 、 な か で も 猫 は 個 性 豊 か に 描

かれる動物の 一つで す。「どん ぐりと山 猫」「猫の事務所 」などは 題名に猫を含

み、特に後 者には竈（ かま）猫を はじめ 、黒 猫、白猫 、虎猫 、ぜい たく猫、夏

猫、冬猫など、実に 多 彩に猫が表現 されま す。「ポラー ノの広場 」「注文の多い

料理店」には山猫 が、「セロ弾きのゴー シ ュ」には三毛猫が 出 てきて、いずれ

も重要な役回 りを演 じています 。〈猫の よ うな耳〉をし た雪婆ん ご（「水仙 月の

四日」）、〈山 猫のにゃ あとした顔 〉（「ど んぐ りと山猫」）など、妖 怪的なイメー

ジに加えてユ ーモラ スな表現が多 いのも 注目されます 。  

 

一方、短編「 猫」は 、次のように 書き出 されます。  

 

（四月の夜、 とし老 った猫が）  

友 達 の う ち の あ ま り 明 る く な い 電 燈 の 向 う に そ の 年 老 っ た 猫 が し ず か に 顔

を出した。  

 

夜、電燈の向こうの 薄 暗がりにあら われた 老猫。なめらかにや っ て来た猫は、

と ま っ て す わ り 、 前 脚 で か ら だ を こ す っ た か と 思 う と 立 ち あ が っ て か ら だ を

延ばし、やが て〈かす かにかすかに ミウと 鳴きするりと 暗の中 へ流れて行〉き

ます。こうし た猫に 対して語り手 は、次 のように独白 します 。  

 

（ 私 は 猫 は 大 嫌 い で す 。 猫 の か ら だ の 中 を 考 え る と 吐 き 出 し そ う に な り ま

す。）〈略〉  

（ 毛 皮 と い う も の は 厭 な も ん だ 。 毛 皮 を 考 え る と 私 は 変 に 苦 笑 い が し た く

なる。）〈略〉  

（どう考えて も私は 猫は厭ですよ 。）  

 

他 の 作 品 と は ず い ぶ ん 雰 囲 気 が 異 な り 、 本 作 で は 猫 へ の 嫌 悪 感 が 露 骨 に 語 ら

れます。  

〈猫の寄食性 〉から 、家業である「質・古着商」（農村に寄 食 ）やそれを営 む

父、そしてそ れらに寄 食する自分（ ＝作者）という構図を 指摘し たのは平尾隆

弘です（『 宮沢賢治 』 1978 年）。また、 賢治 作品の登場人 物を猫 として マンガ

化 し た ま す む ら ひ ろ し は 、 家 業 に 従 事 さ せ ら れ 、 精 神 的 に 追 い 込 ま れ て い た

作 者 に と っ て 、 年 老 い た 猫 は そ の 頃 の 自 身 と 父 を 重 ね 合 わ せ た も の と 読 ん で

います（『 イーハト ー ブ乱入記─僕 の宮沢 賢治体験』 1998 年）。  

 

本作により 、作者は猫 が嫌いだった 、としば しば言われま すが、「 夜」（闇 ）や

「老」「 毛皮」ととも に綴られる猫 への嫌 悪は、単な る猫嫌い ではすますこ と

の で き な い 問 題 を 孕 ん で い る よ う に も 思 わ れ ま す 。 作 者 に と っ て の 猫 は 、 愛

すべき動物で あると ともに、家や 父、職業 といった現実 の煩悶 を象徴する、両

義性のある存 在であ った のかもし れませ ん。 (ペ吉 ) 

 

(本文の引用は、天沢 退二郎編『宮沢 賢治万 華鏡』（新 潮文庫）に よりました。) 

 

*****************************************************************  

《３》子ども の本の 珠玉のことば  ８０  

*****************************************************************  

 

フィリップが  やっ てきたとき  



  一輪のば らのも とへ  

  水をこえ  

宝は運ばれた  だれ も知らないと ころへ  

わたしのむす めしか  知らないと ころへ  

 

（『ハヤ号 セイ川を い く』 フィリ パ・ピア ス /著  芦沢良子 /訳  エドワード・

アーディゾー ニ /画  講談社青い鳥 文庫  講談社  1984 年 5 月  p.96）  

 

鉄 道 が 敷 設 さ れ る 前 、 イ ギ リ ス に と っ て 川 は と て も 重 要 な 交 通 経 路 で し た 。

対 談 で は テ ム ズ 川 が 登 場 し ま し た が 、『 ト ム は 真 夜 中 の 庭 で 』（ 高 杉 一 郎 /訳  

岩波書店  1967 年１２月）で知ら れるフ ィリパ・ピア スの最 初の作品であ る

本作も川が重 要な役 割を果たして います 。  

 

夏 休 み 、 大 雨 の 降 っ た 日 、 デ ビ ッ ド は 庭 か ら 行 け る 川 に カ ヌ ー が 流 れ 着 い て

い る の を 見 つ け ま す 。 持 ち 主 を 探 し て カ ヌ ー を 漕 い で い く と 、 持 ち 主 の ア ダ

ム少年に出会 います。アダムは、両 親を亡く し、おばさん とおじい さんと大き

な屋敷に住ん でいま すが、経済 的に困窮 しています 。そこで 、 1６世紀に祖先

に よ っ て 隠 さ れ た 宝 を 見 つ け よ う と 必 死 に な っ て い ま す 。 そ の 手 が か り が 、

引用の詩です 。  

 

デ ビ ッ ド と ア ダ ム は 友 だ ち に な り 、 ま ず は 、 カ ヌ ー に ニ ス を 塗 っ て 水 漏 れ し

ないようにし 、次に、謎の言葉の意 味を解 こうと必死に なりま す。その意味 で

こ の 作 品 は 宝 さ が し の お も し ろ さ が あ り ま す 。 フ ィ リ ッ プ と は 誰 か 、「 ば ら 」

と は ？ 水 を こ え る と は ？ こ の 短 い メ ッ セ ー ジ は 幾 重 に も 読 め 、 読 者 は デ ビ ッ

ドたちととも に頭を ひねります。  

 

と同時に、デ ビッドと アダムの友情 物語で あり、宝さが しの過程 を通して、土

地 の 人 々 や ア ダ ム の 祖 先 の 過 去 を 知 る 物 語 で あ り 、 川 の 歴 史 を 知 る 物 語 で も

あ り ま す 。 加 え て 、 ア ダ ム の 家 の 隣 に 引 っ 越 し て き た ス ミ ス さ ん は 怪 し い 動

き を し て い て 、 宝 さ が し の ラ イ バ ル が い る こ と で 、 宝 さ が し に 緊 迫 感 が 走 り

ます。  

 

何度も「これ までか」と思う状況に なりつ つ、最後には 鮮やかに 事件が解決す

る 結 末 は 、 ピ ア ス の 筆 力 を 感 じ さ せ ま す 。 カ ヌ ー で 川 を 往 来 す る デ ビ ッ ド と

ア ダ ム の 情 景 が 目 に 浮 か ぶ よ う で 、 肌 で 水 を 感 じ な が ら 再 読 し ま し た 。（ Ｙ ） 

 

*****************************************************************  

《４》  行って来ま し た！   

*****************************************************************  

あ べ の ハ ル カ ス 美 術 館 で ３ 月 １ 日 ま で 開 催 さ れ て い る 「 密 や か な 美  小 村 雪

岱 の す べ て 」 に 行 っ て き ま し た 。 あ べ の ハ ル カ ス 美 術 館 の ホ ー ム ペ ー ジ に よ

ると、「小村 雪岱（ 1887～ 1940）は、大正から昭和初期に かけて 活躍した美術

家です。日本 画や書籍 の装幀、挿絵 や映画の 美術考証、舞 台装置に 至るまでを

幅 広 く 手 が け 、 情 趣 溢 れ る 端 麗 な 画 風 か ら 「 昭 和 の 春 信 」 と 称 さ れ ま し た 。」

とあります。一見、子 どもの本とは かかわ りがないよう ですが、大阪府立中央

図 書 館 国 際 児 童 文 学 館 で 検 索 す る と 、 冨 山 房 「 画 と お 話 の 本 」 の 『 源 氏 と 平

家』（ 楠山正雄 /著  1925 年 11 月）やアル スの「日本 児童文庫 」の『太平記 物

語』（藤 村作 /著 1929 年 8 月）など、児童 書 の挿絵も手掛 けてい ることがわか

ります。  

 

展 示 は プ ロ ロ ー グ と エ ピ ロ ー グ に は さ ま れ た ８ 章 で 構 成 さ れ て お り 、 時 代 を

おって、雪岱の日 本画 、木版画、植物の写生 、絵巻の模写、装幀し た本や雑誌、

装幀の下絵、 新聞小 説などの挿絵 の原画 、舞台装置の 原画な ど約 600 点が前



期・後期にわ けて展 示されていま す。  

 

特に心に残っ たのは、本の装幀でし た。はじ めての装幀本 である 泉鏡花『日本

橋』（ 1914 年）は、舟 を浮かべた両 川岸に 白い土蔵が整 然と並 び、そこに赤 、

青、白、黄の小さい 蝶 が舞っていま す。そし て、その川を渡す 橋の ようにして

背 が あ り 、 日 本 画 と 西 洋 的 な イ ラ ス ト レ ー シ ョ ン が 調 和 し て 見 事 で す 。 見 返

しも凝ってお り、表 と裏 に四季の 情景が 描かれていま す。雪岱 は 1918 年から

資生堂の意匠 部所属 となり ます。 そこで 、 1922 年 4 月に創刊された子ども 向

け雑誌「オ ヒサマ 」も 、大人向け 販促用冊 子「化粧 」や 、大人向け 雑誌「花椿 」

とともに展示 されて いました。  

 

そのほか、邦枝完 二「 おせん」の新聞連 載時 の下絵、書籍化さ れた 絵も展示さ

れ て お り 、 静 か な た た ず ま い の 中 に 強 い 意 思 を 感 じ さ せ る 女 性 像 が 印 象 的 で

し た 。 細 身 で 可 憐 、 繊 細 な 表 情 の 美 人 画 で 人 気 を 博 し た 江 戸 時 代 の 浮 世 絵 師

鈴木春信から 名前を とって「昭和 の春信 」と称された という のも納得です 。  

 

ど の 絵 も デ ザ イ ン に 優 れ 、 構 図 が ユ ニ ー ク で 、 余 白 に 意 味 が 持 た さ れ て い る

ことによって 、美術 館全体に静け さが漂 っているよう に感じ ました。（ Ｋ）  

 

あべのハルカ ス美術 館  

https : / /www.aham.jp/  

 

*****************************************************************  

《５》  宮川健郎  私 の出会った児 童文学 者たち  第２ ７回  

*****************************************************************  

第６章  鳥越 信先生  

その１  三つ の児童 文学史展 （中 ）  

 

1979（昭和 54）年 11 月、鳥越信 先生（ 1929～ 2013 年）が監修し た児童文学史

展のお手伝い で、鳥越 先生といっし ょに沖 縄に行きまし た。私は 、１年浪人し

て入学した大 学院の １年次で、 24 歳でし た。  

 

この連載では 、「 思い 出話」を語 るだけで はなく、私 の出会っ た児童文学作 家

や評論家の仕 事に対 する考察や、さらには 、そこから、現代児童 文学史のとら

え直しも試み ます。 ご愛読くださ い。  

 

＜本編はこち らから ＞  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html  

 

*****************************************************************  

《６》  富安陽子  腕 だめし  ＳＴ ＯＲＹ  ＣＯＭＰＥ． ２０２ ５  

*****************************************************************  

ＳＴＯＲＹ  ＣＯＭＰ Ｅ．第２回（ キ ーワー ド「パン」「 ワニ 」、２ 月２日締切）

の応募作品 30 編の中 から、富安陽 子理事 長が選んだ５ 作品を 発表します。  

 

Ａ「この電車 はアフ リカ行き 」  

Ｂ「月と少女 とこげ たパン 」  

Ｃ「はかせの ふしぎ なパン 」  

Ｄ「ミドリと わしの オバケやしき 」  

Ｅ「ワニくん のパン つくりきょう しつ 」  

 

こちら↓に作 品を公 開しています 。作者 名は伏せてい ます。  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/storycompe.html#186_5sakuhin  

https://www.aham.jp/
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/storycompe.html#186_5sakuhin


※ご自分の作 品が選 ばれた 場合、 結果発 表までは公表 をお控 えください 。  

 

読んで、いち ばんお もしろいと思 った作 品にぜひ投票 してく ださい！  

投票はどなた でもし ていただけま す。（ １ 人１作品のみ ）  

◇投票期間： ２月 20 日（金）～３月 31 日（火）  

 投票はこち らから → https://forms.gle/XS9nkYTKjPRuVZEg9  

 

み な さ ん の 投 票 を 集 計 し 、 上 位 ２ 作 品 を ４ 月 21 日 発 行 の メ ー ル マ ガ ジ ン

NO.188 で発表します 。同じ条件で 書いた 、富安陽子理 事長の 作品も公開し ま

す。お楽しみ に！！  

＜詳細はこち らをご 覧ください＞  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/storycompe.html  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●「三浦太郎 展  絵 本とタブロー 」  

場所：刈谷市 美術館 （愛知県刈谷 市）  

会期：開催中 ～３月 22 日（日）  9： 00～ 17： 00 ※月曜休館  

入場料：有料  中学 生以下無料  

主催：刈谷市 美術館  

 

上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html  

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム《１ 》「 この本読んだ ？」で 紹介しました『テ ム ズ川宝さがしク

ラブ①  川底 のひみ つの街 』をプレ ゼント します。ご希望 の方は 、プレゼント

応募フォーム から、（ 1）お名前  （ 2）郵便 番号・住所  （ 3）電話 番号  （ 4）メ

ールアドレス 、よろ しければ  （ 5）このメ ルマガのご感 想をお 書きのうえ  ご

応募ください 。  

応募フォーム ⇒  https://forms.gle/uL2TpNhMEYWJpnQ9A  

締切は３月 10 日（火 ）、当選発 表は発送 を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

先日、第２０ 回国際 グリム賞の贈 呈式が あり、受賞さ れたイ マー・オサリ バ

ン博士の「『不思議 の 国のアリス』 を絵で 表す―記号間 翻訳と してのイラス

トレーション ―」と いうとても興 味深い 記念講演を聴 くこと ができました 。

二年に一度の 賞の４ ０年の歴史を 改めて 感じました 。（ＴＡ ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------  

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/storycompe.html
http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html
https://forms.gle/uL2TpNhMEYWJpnQ9A
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html


●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------  

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

http://www.iiclo.or.jp/

